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 事業概要 

火星飛行機の空力設計など高速流体力学に関する基盤研究を実施する 
 
参考 URL: https://ladse.eng.isas.jaxa.jp/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

火星飛行機の空力特性を正確に評価するためにはラージエディシミュレーションが必要になる. ま
た, 火星飛行機の空力設計には数百ケースの CFD 計算が必要になり, スーパーコンピュータが必要で
ある. 

 

 今年度の成果 

今年度はおもに, 火星飛行機の空力特性に関する研究を行った. 2020 年度に実施する予定の高高度
飛行試験においては, 機体の引き起こし時に高亜音速での飛行になる. そのため, 風洞試験では評価
することが難しい低レイノルズ数流れ条件における圧縮性の効果について数値流体シミュレーション
を用いて評価した(図 1). その結果, 機体の引き起こし時には主翼上面の剥離流れが再付着することで
揚力係数が増加し, ピッチングモーメント係数が小さくなることが明らかになった. また, 進化アル
ゴリズムと 2 次元層流計算を用いて低レイノルズ数条件下で最適化した翼型について, LES による詳
細な計算を行った(図 2). その結果, 広範囲の迎角において高い揚抗比を持つことが確認できた(図 3). 
また, 翼周りの詳細な剥離や渦構造を把握することで, 層流剥離泡の挙動と空力係数との関連が明ら
かになった. 

 

高速流体力学に関する学術研究 
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図 迎角 度における火星飛行機の表面流線及び速度分布

図 最適化翼型周りの流れ場 迎角 度
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